
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成３０年６月３日（日） 
13：30～15：00 

定員：40名(要申込) 

【講演概要】 

日本各地のご当地の地名を冠した〇〇富士。日本一の富士山にあやかって

の命名であることは言うまでもありません。このような「ところ富士」は現

在、全国に４００座以上存在しています。「ところ富士」はいつ頃誕生し、広

まっていったのでしょうか。また、各地の「ところ富士」にはよく似た歌が

伝承されているケースもあります。こうした歌はどこから発生して広まって

いったのでしょうか。 

ここ若狭においても青葉山が若狭富士と呼ばれ、八条宮智仁親王作とされ

る歌が伝えられています。本講演では若狭富士とその伝承歌の来歴にも触れ

ながら、「ところ富士」の展開プロセスについて考えてみたいと思います。 

会場：福井県立若狭図書学習センター 
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対象：どなたでも 

問合せ・申込先：福井県立若狭図書学習センター TEL 0770‐52‐2705 FAX 0770‐52‐2715 

福井県小浜市南川町 6‐11 

受講

無料 

【講師プロフィール】 

昭和 46 年生まれ。 

京都大学文学部卒業。同大学院文学研究科修了。 

平成 12 年より福井大学に勤務。専門は歴史地理学。 

〝若狭富士“と呼ばれている青葉山（福井県大飯郡高浜町） 


